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主な記事 
①戦争遺跡見学会 

②ディスカバリーカルチャー／美国中学校

が厚真町に／上厚真小学校林業体験 

③陸上同好会発足／のぼり設置について／

／いけばな親子教室／キッズフラダンス 

④学校プール利用のお知らせ／５月定例教

育委員会／厚真町いじめ防止基本方針／

厚真町小中一貫教育研究大会 

⑤図書室だより 

⑥放課後子ども教室活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教育委員会では、５月２２日（日）に約７８年前の太平洋戦争中につくられた厚真町から苫小牧市域

のトーチカ（コンクリート製の防御用陣地）や対戦車ごう（戦車などを防ぐ堀）、兵舎跡など７か所の戦

争遺跡を巡る見学会を実施しました。平成２５年から行っている見学会は、北海道胆振東部地震や新型

コロナウイルスの影響で４年ぶりの開催となり、待ちわびた町民のほか道外から２６人が参加しました。 

戦争遺跡を米軍のＢ２９爆撃機が撮影した航空写真と見比べながら見学し、普段から自動車で通る身

近な場所に戦争遺跡が隠れていたことに参加者は驚いた様子でした。また、構築したトーチカや沼ノ端

飛行場跡にある飛行機の大きな掩体
えんたい

ごう（軍用機の格納庫）、数百メートルに及ぶ塹
ざん

ごう（身を守るため

に掘った穴、溝）を目の当たりにし、当時の兵隊の過酷な状況にも驚きを隠せない様子でした。１０年

前から夏の期間、九州から浦河町に季節移住している参加者は、「道内の観光地を回ったが、戦争遺跡を

巡る見学会は初めてで、貴重な経験だった。もしかしたら、北海道もウクライナのようになっていたか

と思うと改めて平和の尊さを感じた」と話していました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚真町内に数多く残る戦争遺跡のみならず、当時や戦後の大変だった生活や出征
しゅっせい

の様子、戦争の記

憶や家族から聞いた体験談など、次世代に語り継ぐためにも、ぜひ体験談などをお聞かせください。                     

連絡先（軽舞遺跡調査整理事務所 ０１４５－２８－２７３３） 

戦争遺跡見学会を開催 ４年ぶりの再開！ 

 

 

綱木トーチカの外観 

トーチカ内部の見学 

防御土塁※１で当時の歩兵銃※２を構えて 

 

大砲を設置したトーチカの内部で、 

道路から数十メートルの林の中にたたずむ貴重なトーチカ。 

 

メートル 

粗末な鉄骨をみつけ、いろいろな物 

旧金山線のレールやワイヤーなど

の 
資が非常に不足していたこともわか 

当時の緊迫した様子も体感できました。 
※１ 敵の侵入を防ぐために築かれた、盛り土による堤防 
※２ 徒歩で戦闘する兵士が使っていた銃 

 

りました。 

鹿沼出雲神社の奉安
ほうあん

殿
でん

※の見学 

 

 

豊丘地区の兵舎跡の見学 
当時の様子を伝える貴重な建物です。 
※戦前の学校にあった天皇や皇后の写真を収めていた建物 

 

当時駐屯（土地にとどまること）した 
兵隊の貴重な体験談も解説。 

地域の戦争についての体験や当時の話を聞いたことはありませんか？ 
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上厚真小学校第６学年では、ふるさと教育の一

環とし「厚真の林業」をテーマに植樹から伐採、

木工制作までの一連の行程について学ぶ授業が

始まりました。５月１２日（木）には、本郷地区

山林においてA
あ

tusu
つ

ma
ま

no
の

ki
き

96 が協力団体となり、

三菱マテリアルと丹羽林業の職員の指導の下、植

樹体験が実施されました。 

子どもたちは、森林の役割や重要性についての

話を講師の方から聞くとともに、厚真町の 70％を

占める森林地帯による林業も重要な産業の一つ

であることを学びました。活動を終えた子どもた

ちからは、「植えた木が 80年もしないと伐採でき

ないと聞いて驚いた」との声があがりました。 

また、卒業制作時 

には、厚真の木を活 

用して、木工制作品 

を作る予定とのこと 

です。 

 

 

 

 

５月１１日（水）、美国中学校２年生１２人が

宿泊学習で厚真町を訪れ、プラネタリウム見学と

天体観測を行いました。当日は雨模様で、星を見

ることはできませんでしたが、生徒たちは、雲の

隙間から見える月に感動していました。プラネタ

リウムでは、「星空解説」のほか、「地球と月の誕

生」を鑑賞し、「映画みたいですごい」とデジタ

ルの迫力ある映像に驚いた様子でした。 

 

 

 

 

 

 

※団体利用を希望する場合は、 

教育委員会にご相談ください。 

【問合せ】 

教育委員会社会教育 G  ☎２７-２４９５ 

上厚真小学校林業体験 

 

 

～ふるさと教育～ 

 厚真町ではおよそ 2,800 年も前の勾玉
まがたま

が見つかってい

ます。今回は、そんな昔からあるアクセサリーづくりに

挑戦しましょう。皆さんのご参加、お待ちしております！ 

「トランプと呼んでいるのは日本だけ？」「トランプっ

て全部で何枚？」「ババ抜きは日本の遊び？」奥が深いト

ランプの世界。今回は、トランプの歴史を学びながら、

厚真町でババ抜きが一番強い人を決めます！ 

 ５月から多世代への多様な学習機会の提供を目的に、「プラネ

タリウム×〇〇」をテーマに取り組んでいる本事業ですが、５月

２９日（日）には「第２回ペタンク編」、６月１１日（土）には、

「第３回ラジオ体操編」を実施し、これまでに延べ４３人の方々

が参加しました。幼児から大人まで幅広い世代が集う場です。来

月も下記のとおり開催しますので、ぜひご参加ください。 みんなでラジオ体操第３を実践 

まがたま 

積丹町立美国中学校が 
青少年センターに！ 
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厚真高校に新しく「陸上同好会」が発足しました。メンバーは、厚南中学校出身の兼本洸埜
かねもとあきや

さん、厚

真中学校出身の中島
なかじま

愛
あい

梨
り

さんです。いずれも砲丸投げや円盤投げといった投てき種目を専門とし、中学 

校時代には、道内の大会で活躍した実績があります。 

 取材時は雨のため、スポーツセンター内での練習となりました。体力、 

筋力づくりなどの基礎練習を行うとともに、練習の一環として体重管理 

にも取り組んでいました。普段は、指導者宅にある特設練習場で練習を 

していますが、今年度厚真中学校のグラウンドが日本陸上競技連盟公認 

のグラウンドに改修される予定で、今後さらに練習しやすい環境が整っ 

てきます。取材中には、「現在は同好会となっているが、いずれは部活と 

して認めてもらえるよう活動を続けていく」との話も聞くことができ、 

今後さらに盛り上がっていく陸上同好会です。 

 

 

 

 

 
 

 

 犯罪や事故から子どもたちを守り、地域の中でのびのびと生活できる

ように「ひなんの家」と、犯罪防止を目的とした「子ども安全パトロー

ル強化中！」の“のぼり”を町内各所に設置しています。町民の皆さま

には子どもたちを見守る「ひなんの家」としてのご協力をお願いいたし

ます。職員が地区巡回等でのぼりの点検・交換を行っていますが、損傷の激

しい“のぼり”が目につきましたら、ご一報いただきますようお願いします。 

 

 

スポーツセンター内での基礎練習 

左から、中島愛梨さん、兼本洸埜さん 

子どもたちの安全確保のため 

“のぼり”を設置しています 

対 象 年 齢 ３才～中学生 
活 動 場 所 厚南会館 
活 動 時 間 毎週水曜 １６：３０～１７：３０ 
問 合 せ 教育委員会社会教育グループ   
            ☎２７－２４９５ 

コロヘ・レイアロハ 
 

連絡先 

教育委員会社会教育グループ 

２７－２４９５ 

 

主管 伝統文化いけばな親子教室 

共催 厚真町教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
日程など、詳細については教育委員会まで 

ご相談ください 
 
申込方法 

青少年センター内に置いてある申込用紙 

又は、教育委員会へ電話で申込みください。 

問合せ 

教育委員会社会教育グループ 

☎２７－２４９５ 

 

厚真高校で陸上同好会 発足 

いけばな親子教室 
伝統文化 
 

・初回開催 ７月９日（土） 

      （全８回での開催を予定） 

・場所・時間 青少年センター２階ロビー 

      午前１０時～１１時 

・定   員 １０名 

・花   代 ８００円（開催毎に必要） 

・参加対象者 未就学時～中学生まで 

・締   切 ７月５日（火） 
 今は、田舎まつりに向けて 

練習中です！ 

当日の衣装にも注目して 

みてください！ 

 

２人は、６月１３日～１７日に釧路市民陸上競技場で行われた「第

７５回北海道高等学校陸上競技選手権大会」に出場し、円盤投げ、

砲丸投げの２種目で好成績を残しました。なお、中島さんについて

は、女子円盤投げで３位となり、インターハイ（全国高等学校総合

体育大会）への出場が決定しました。 

「キッズフラダンス コロヘ・レイアロハ」では、

ハワイの文化や外国語に触れながら楽しくフラ（ハ

ワイに伝わる伝統芸能）を学ぶ教室を開いています。

地域のお祭りに積極的に参加しており、７月３１日

（日）の「第５０回あつま田舎まつり」本祭にも参

加予定です。子どもたちの晴れ舞台をぜひご覧くだ

さい。そして、「フラについて学んでみたい、気にな

る」というお子さんがいれば、現在生徒を募集中で

す。まずは、教育委員会までご相談ください。 
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 いじめは「どの子どもにも起こり得るもの」、

「だれもが被害者にも加害者にもなり得るもの」

で、すべての子どもに関係する問題です。厚

真町では、町民みんなで力を合わせて、いじ

めから子どもを守ることを目指し、平成２７年

４月に「厚真町いじめ防止基本方針」がつくら

れました（平成３０年６月一部改定）。「厚真町

いじめ防止基本方針」には、いじめ防止のため

の取組、学校や家庭の責務、重大事態への対処

などが定められています。 

いじめを防止し、すべての子どもが明るい

将来を築ける環境を実現するために定められ

た本方針の本文及び概要は、町のホームページ

に掲載してあります。右記の 

ＱＲコードより閲覧すること 

ができますので、ぜひご覧くだ 

さい。 

 

５月定例教育委員会 
 

５月３０日に開催された定例教育委員会の 

会議内容についてお知らせします。 

◆報告事項 

 令和４年第４回厚真町議会臨時会行政報告に

ついて／５月の校長会・教頭会について／厚

真町教育研究所第２回運営委員会について／

厚真町教育研究所第１回全体研修会・部会研

究について／「ディスカバリー・カルチャー」

第１回（けん玉）／戦争遺跡見学会 

◆議案 

 厚真町育英資金貸付条例施行規則の一部改正

について／令和４年度厚真町育英資金の貸付

け（早期貸付について）／厚真町放課後児童

クラブ運営規定の一部改正について 

◆協議 

 厚真町議会第２回定例会提出補正予算要求に

ついて 

◆その他 

  令和４年第２回厚真町議会定例会付議案件に

ついて／文化交流施設に係る教育委員会事務

局職員による先進地視察について 

★問合せ  

教育委員会 学校教育グループ 

☎２７－２４９４ 

 

 

 

 

 

 

一般の方に厚真中央小学校と上厚真小学校の

プールを開放します。お気軽にご利用ください。 

（遊泳中、マスク着用の必要はありませんが、 

感染症対策のため会話はお控えください。） 

期 間 ７月１４日【木】～９月３日【土】 

（８月１２日【金】・１５日【月】は 

閉鎖します） 

時 間 平 日               

土日･祝日･夏休み  １０時～１７時

（１２時から１３時まで昼休みのため 

使用不可となります） 

問合せ 教育委員会学校教育グループ 

                    

 

 

 

 

 

 

「厚真の未来を語れる子」の育成を目指し、 

厚真町では、平成３１年度から小中一貫教育を

推進してきました。本年度は４年目にあたり、

これまでの成果検証の機会として、「厚真町小中

一貫教育研究大会」を開催することとなりまし

た。午前中に実施する「授業公開」は、町民の

皆様にも公開する予定です。 

※新型コロナウイルスの感染状況により、開催

方法が変更となることがあります。 

期 日：令和４年１１月１１日（金） 
 
場 所：厚真町立厚真中央小学校 
 
授 業：中央小学校にて、町内４小・中学校す

べての授業を公開する予定 
 
※詳細は、後日改めてお知らせいたします。 

～厚真町いじめ防止基本方針～ 

厚真町ＨＰ「厚真町いじめ防止基本方針」のページ 

☎２７－２４９４ 

１４時～１７時 
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青少年センター図書室 

℡２７－２４９５（平日） 

℡２７－２３２１（土日） 

■青少年センター図書室開館時間 

 午前９時から午後５時（月・水・金・土・日） 

 午前９時から午後７時（火・木） 

■厚南会館図書室 

 午前 9 時から午後 5 時（月～日） 

※毎月５日・20 日が土日・祝日の場合は 

休館となります。 

7 月の「おはなしのびっ子」による絵本の読み聞かせは 

 

28 日(木)10 時から１0 時半まで 場所：厚真子育て支援センターです。 

７月の休館日 

１８日（月） 海の日 

司書の博学篤志見聞録 2.道外編 

 先月号に引き続き、厚真町にふさわしい図書館像を検討するため、先進的な取組を行っている図書館や併設する

文化交流施設を見学してきましたので、ご紹介します。 

第２回は石川県野々市（ののいち）市と、かほく市です。野々市市は石川県金沢市に近く、若い世代が多い活気

あふれる街です。かほく市は石川県の海側に位置し、弥生時代の遺跡がある風光
ふ う こ う

明媚
め い び

な街です。 

博学篤志（はくがくとくし）…広く様々なことを熱心に学ぶこと 

≪野々市市 学びの杜ののいちカレード≫ 

ののいちカレードは、会議室や陶芸、音楽スタジオとい

った様々な目的を持った部屋で図書館部分を囲むよう

に構成されています。名前の由来にもなった万華鏡をイ

メージした建物の天井には金属板が貼られていて、自分

が万華鏡の中にいるかのようでした。新聞を大きなタッチ

パネルで読む、貸出機がタグ方式等、ICT をフル活用し

た最先端の図書館です。 

≪かほく市 かほく市立中央図書館≫ 

かほく市立中央図書館は３町が合併してできた図書

館です。館長を含む職員全員が司書資格を持っていま

す。絵本の料理を作って食べる、音楽と朗読を楽しむ朗

読講演、プロによる宮沢賢治の朗読会、１冊のお題本に

ついて語り合う読書カフェ等の各種イベントが行われてい

ます。企画は図書館員が行い、毎回多数の方が参加

し、来館者数や蔵書数といった数字では表せない部分で

の図書館サービスがとても充実している図書館です。 

最新鋭の設備を備えた図書館と、最新の設備がなくても図書館サービスが充実している２つの図書館を見学しまし

た。電子図書や電子新聞は、「若い世代しか使わないのでは？」と思われるかもしれませんが、野々市市の大画面電

子新聞はご年配の方が難なく使いこなし、非接触型の貸出機は小さなお子さんが手続きしていました。何事も挑戦し

てみることは大事だと感じました。見学報告は今回で終わりますが、お勧めの図書館がありましたら、ぜひ司書までお知

らせください。 

 乳児用本が入った貸出セッ

ト。このまま貸出返却する。 

受付。閲覧サービスはすべて

ここで行われる。 

参加者の絵をつなげ１冊にす

るイベントが開催されていた。 

貸出機。この台の上に置く 

だけで貸出手続きができる。 

 



 

 

子どもたちにとって、初夏の一大イベントといえば運動会。徒競走や演舞、リレーなど競技や練

習の内容を、ときに実演も交えて教えてくれる子どもたちです。運動会の日が近づくにつれ、放課

後の時間ともなると、いつもの元気パワーが底をついてしまう子も見受けられます。一生懸命、練

習に励んだ証拠だと、微笑ましく見守りながら、毎年、この時期は子どもたちの体力や気持ちに合

わせて、ゆったりと過ごせるようプログラムを調整しています。運動会本番では、練習の成果をい

かんなく発揮し、勝っても負けても頑張る姿に元気をもらいました。高学年の子どもたちは、競技

はもちろん、係の仕事もしっかりと取り組んでおり、普段、私たちが見ている顔とは少し違う一面

を見ることが出来ました。 

新緑がまぶしい季節となり、周囲には少しずつ生き物の姿も見えるようになってきました。これ

からの時期、外遊びに出かける際には、スズメバチやダニなどの虫によるアレルギー、ウルシなど

による草かぶれ、また、気温が高くなれば熱中症といったリスク（危険）に注意が必要となってき

ます。これらのリスクを回避するには、子どもたちの様子を大人の目で見守るだけではなく、子ど

もたち自身も、身近にある危険について学習する機会が大切だと考えています。この時期には、実

際にウルシが生えているところへ行って、実物を見て特徴を確認したり、ハチが近づいてきたとき

にとる行動を考えたりする時間を設けています。身近に豊かな自然がある環境で育つ厚真の子ども

たちです。あらかじめ危ないモノ・コトを排除してしまうのではなく、虫や動物などの生き物も、

植物も、人も、良い距離間で暮らす術を、子どもたちにも考えてほしいと思っています。そして、

外でたくさん遊ぶことで、好奇心の芽を育て、自然に触れる面白さを感じてほしいと願っています。 

子ども教室の活動には、地域でボランティア活動を行う皆さまにもご協力をいただいています。

読み聞かせ団体の『わたぼうし』の皆さまには、月に 1 度、絵本の読み聞かせとレクリエーション

ゲームを提供いただき、婦人団体の『あゆみ会』の皆さまは、モノづくりやおやつづくりのプログ

ラムのサポートをお願いしています。いつも全力で子どもたちとオニゴッコをしてくれる『厚真高

校ボランティア部』の皆さまは、子どもたちにも大人気です。様々な世代との交流は、子どもたち

にとっても良い刺激となり、成長の一助となると考えます。子どもたちのパワーを受け止め、愛情

深く接してくださることに感謝です。 

☆放課後子ども教室活動報告☆ 
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